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天ぷらの衣について，次の諸点を研究したので発表し

尭い。

天ぷらの衣の成績を表わすのに「からりとして軽く美

味しい」とか「油っぽい」等の言葉がある。これらにつ

いて検討を試みた。

先づ，衣の成績と衣の吸油量及び水分量との関係をし

らべ，あわせて衣の材料配合，攬絆回数の衣に及ぼす影

一響をしらぺた。

次に，衣のもろさ（砕け易さ）と衣の材料配合との関

係について研究した。

次に，油切の良否と材料の引揚温度及び油の使用度と

の関係をしらべた。

なほ，天ぷらは調理後，比較的短時間で外観・味共に

=変化するが，天ぷらの時間経過による衣の水分量の変化

を測定して，この問題を検討した。


